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只
O 与 式 = -～

② 与式 = 4 x t 8 + 2 x - 6

= 6 x + 2
mm

12 xzy × 3 xy
③ 5 式 =

4 x
2

= 9xym

④ 与 式 = x
+

10 x + 16 - (
x
- 16 )

= x
'

t 10 x t 16 - x + 16

= 10 xt 32
mm

(2 ) x - 6 x t 2 は 因数分解 できないので 解 の

公式 より

x=
- ( - 6 )±√ t6

2

=7
=3 ± 07
m



( 3 ) x - 6 xt 9 = (x - 3 )
=

x = ② + 3 より

( ☆+ 3 - 3= ( Ʃ)R

= 2
m

(4 ) はは x に

比例 するので Y = ax~ とおくと

x = 2
,
y =

- 8 より
- 8 = a × 22

4 a =
- 8 ⇒ a = - 2

よって y = - 2xmm

(5) 生徒 が 40 人 なので 中央値 はデー タを 小 さい

順 に 並 べたときの 20 人 目 と 21 人目

よって

階級 : 20 ～ 25

度数 = 6
X 2

～ " したがって 相対度数は
ー 17 β= 三

Q →20 40 20

= 0
.

15
～



( 6 )

円柱 の 半径 を γ とする

底面 の 直径 と 高 さが
八 等 しいので 円柱 の 高 さは

2 r である
。

m

2 r 円柱 の 体積
rxr × π× 2 r

= 2 π r
3

V ⑦

r

球 の 体積 : π r 3

球 の 体積 は 円柱 の 体積 の A 倍 とすると

4 π r 3 = 2 π r
3

× A

⇒ A=
2 π rs

= ③
したがって 球 の 体積 は 円柱 の 体積 の ③嚼
( 7 ) 2 つのさいころを 同 時 に 投 げたときの

出 る 目 は 全部 で 6 × 6 = 36通 り
。

2 つのさいこ 3 の 出 る 目 の 和 は

2 以 上 12 以 下

である
。



④⑧⑪ ③⑦ ⑩ 点 P が 頂点 D に

移動 するのは
2つのさころの

出 る 目 の 和 が
3

.

7
.

"

となれば 良 い
。

⑤⑨ ②⑥⑩

和 が 3 のとき

い
,
2 )

,

( 2
,

1 ) の 2 通 り
～

和 が 7 のときき

( い
,
6 )

, ( 6 ,
1 )

,
( 2

.

5 )
,
( 5

,

2 )
,

( 3
.

4 )
.

( 4
,
3 ) の

6通 り
～

和 がいのとき
( 5

,

6 )
, ( 6 ,

5 ) の 2通 り
m

よって 点 P が 頂 点 D に 移動 するさ ∵ 3 の 目 の

出方 は 2 + 6 + 2 = 10 通 り
mm

したがって 求 める 確率 は

3= は



( 8 )

②
=

(
450

( 広 )" ⑤

P ③
①

X

0 CHP が CH = PH
,
LCHP = 900 となるような

直角 = 等辺 三角形 を 作国 する
。

の 点 C から 直線 AB に 垂線 を作国
② 点 H を 中 心 に , CH が 半径 となる 円を作
③ ② の 円 と 線分 AB の 交点 が P

② の 円 と 線分 A B の 交 点 は 点 C からみて

B 側 にある 交 点点

回
( )

給水管 A は 毎分 12cm
給水 管 B は 毎分 6 cm

の 割合 で 水面 が 高 くなるので
12 a t 6 b = 50
mmm



②
@ 1 分 あたりに 高 くなる 水面 の 高 さ

③ 給水管 A の 使用時間

① 6 分 で 50 cm となる

点
③① の点 から

傾きが 6 となる
～産 B による水面の

高 さ

<
直線を描 く

A の 使用
→く

B の 使用時間
時間

よって 答 えは
～

ウ

凸 ① 6分 で cm となる45

)
。彡傾きが 6 となる

～

B による水面の

高 さ

直線を描 く

直線 m を Y 軸 の
mm

負 の 方向 に 5 だけ
m

平行移動 した 直線
mm



②
① 6分 でcm となる45

点

②① の 点 から)
45
-

-… ゆ

y 傾きがとなる
～

2

による 水面の

高 さ

直線を描 く

よって
,⑪

( 3 )

水 を 入 れ 始めてか
の

, A のグラフ
1 分後 に B → A に

^ : 変更 する 。

愉 B は毎分 6 cm の 割合
で 水面が 高 くなるので 、

! 1 分後 では 水面 が

影
…

←
35分

~

6 cm
。

⇒ ( 1
,
6 ) を 通 る

4
.
5

また ,
A は毎分 12 cm の 割合 で 水面 が 高 く

なる
。

よって B → A に 変 えたまま 48 cm に 達 する

時間 は

( 48 - 6 ) ÷ 12 = 3
.

5 分
mmmm



したがて B を 入 れ 始 めてから 4
.

5 分後 に

水面 48 cm に 達 する 。

⇒ ( 4
.

5
,
48 ) を 通 る

。

C のグラフ
したがって A のグラフを

Y = 12 x - 6
I y = 2 xt 36 y = ax tb とおくと

傾
( い ② より

a = 12.* 12 xtb が ( 1 , 6 )

! 意
5 を 通 るので

、

6 = 12 tb ⇒ b = - 6

よ 。 て A のグラフは y = 12x
-

m -

また
,
C のグラフは

のより 9 = 2

:
2 c
t 1 D ( 6 . 48 ) を通 るので

48 = 12 th ⇒ b = 36

よって
、

C のグラマは y = 2 x - 36
mmm

- ②

求 める 時間 は ①
. ② の 交点 の x 座標 なので

y = 12 x - 6 ー の

y = 2
x +30 ～ ②



② を ① に 代入 して 必

2 x t 36 = 12 x - 6 1 分 = 60 秒
s 5

ー 10 x = - 42 (」 は
⑤ 分 = ? 秒

?

x = 号 = 4 ⑤ ∴ ? = 60 × 5
= 12

5 分 = 12 秒 なので 求 める 時間 は 4 分 12秒
m～

③

( 1 ) 点 C は = のグラフ 上 にあり x = 1 なので

y = Q

( 2 )

F
c ic ( st )1

1

い 買 ク
⇒ 1

t

0
E

D
:
Es

国 のように □ OCD を 変形 すると O OCD の

面積 は □ OE C F の 面積 と 等 しい 。

点 C の 座標 を ( 8
,
t ) とすると
～

OE = S

EC = 七



よって B OECF の 面積 は St
～

点 C は Y = のグラフェにあるので

t =

⑤
⇒
ts = 6 ～
～

よ
。 て □ OE CF の 面積 は 一定

⇒ □ OCD の 面積 も 一定
～m オ

( 3 )

点 A を 通り O B に
l

平行 な
～

直線 β を 弘
～

このと x軸 との 交点C

てA
1

を A
"

とする
。

カ 等積変形 により
～

OOAB = 0 OA
'

B(
↳

c c
'

>

(- 3 - 5 ) OABG
⇒

= □ ABCT
〉

A B

直線 O B のグラフの 式 を Y = ax とおくと

点 B (- 3- 5 ) を 通 るので

- 5 = - 3 a ⇒ a

=
5

平行 な 直線 は 傾 きが 等 しので
,
直線大

のグラフの 式 は



y = 5 xtb

でこれが A ( - 6 .- 1 )
を

通 るので

一 に 5 × (- 6 ) tb ⇒ b = 9

よて 直線l の 式 は

y = 5 x + 9

A
'

は 直線 β 上 にあり Y = 0 なので

O = 5 x t 9 ⇒ x =
- ⑤7

l O OAB = O OBD

(-5
R7

,
0 ) L OAB = L OA

'

B

↓ より

Aい”
.

OOA
'

B = S OBD
い

となるように
,
点 D のカ 座標 を 求 める

。

OOA '
B
, OOBD

の

店辺
(- 3 - 5 )

をそれぞれOA ' , OD

とすると 高 さが 等 しので 面積 が 等 しくなる

には 底辺 が 等 しくなれば良
い

～ A= oD

よて 。 点 D の x 座標 は然



( 4 )

DABCD が 平行四辺形
⇒ AB/1 CD

,

AC / BD

( 3
,

4 ) となるような 点 C
,
点 D

八

(- 6
,
-

1 '
4

を 求 める
。

↓ L
3 直線 AB の 傾 きは人

4 傾 き = 変化 の 割合
く
3ー

(- 3
,

- 5 )
=はの増増加量
=
- ⑤
～～

ABI/ CD より 直線 CD の 傾 きも 一 ③ となれば
～

良 い
。 点 D は x軸 上 にあるので Y 座標 は O

.

直線 CD の 傾 きが 一 より 点
C

の Y 座標 は4 ～～
～

点 C は Y = のグラフ 上 にあるので

4 = 世 ⇒



: 次 に
,

直線 の 傾 きはAC

( ょ

3

,

.

4 )
. 傾 き = 変化 の 割合

It
6 .- )

〉

5 =はの増
の増加量

5

(- 3
,

- 5 )
3
,

↑② ( 0 ,- 3 )

き
より 直線 の 傾 き E"BD 喂 となれば

良 い
。

。

直線 BD の 切 片 は 点 B から 右 に 3
,

上 に

2 進 んだ 点 なので 切 今 の 座標 は ( 0 - 3 )
m～

したがって 直線 BD のグラフの 式 は

y = Bx - 3
mm

(傾 き ③ . 切片 - 3 )



毋
い ) OABD は AB = AD

ー

1800 - 2 a
の = 等辺三角形
なので

い
ク

LABD =LADB =
a

la (ao よって

LBAD = 180 - 2 a

円 に 内接 する 四角形
へ は 向 か 合 う 角 の

和 が 1800 なので

LBCD + LBAD = 180m
180

-

2a

よて

∠ BCD = 180- ( 180 - 2a )
= 2am



( 2 )

LAEF とO CEB に

おいて
,

対頂角 は 等 しので
^ LAEF = LCEB ー①

X ⑤

0 X

BC / / AF より錯角が
等 しいので

^ LAFE = LCBE - ②
①

,
② より 2組 の 角 が

それぞれ等 しいので

OAEF CSOC EB ( 証明終わり )

( 3 )

① 難問
LABE とOACB に

@ おいて ,

。 フ 共通な 角 は 等 しいので

「s BAE= LCAB ー の ①

ADD に 対 する 円周角 は

Y 等 しので
、

∠ ABE = LACB 一 ②
①

.
② より 2組 の 角が

それぞれ 等 しので
OABE ∞ OACB



対応 する 辺 の 比 は 等 しので
AB : AC = 6 : 8

= 3 : 4

面積比 は相似比 の 2 乗 に 等 し… ので

OABE : OACB = 3 : 42

= 9 : 16

よって

O -OACB -LABE O は 比を 表 ε
= ⑩ - ⑨= ⑦

したがって
⑤

OBCE : OABE = 7 : 9

」o. 90 BCE = 7 0 ABE
X

1
、%

OBCE =

g
70 ABE

よって OBCE は OABE

の 57億



② 難問

LACD と OBCD において 底辺 を CD とすると
底辺 の 長 さは 共通 で 等 しから
OACD の 面積 : OBCD の 面積 = AG :BL

LADE と OBCE に

入 おいて
6 対頂角 は 等 しいので

@
\ LAED = LBEC 一 ①

CD に 対 する 同周角 は

* ⑤

等 しいので
4

LEAD = LEBC ー-②

\ ①
.

② より 2組 の 角 が
それぞれ等 しいので

LADES OBCE



AB = AD で
,
AB = 6 より AD = 6

よ , て OADE と O BCE の 相似 比 は

AD : BC = 6 : 4

= 3 : 2

( 3 ) ① より O BCE = 回 とすると 面積比 は

相似比 の 2 乗 に 等 しいので

OADE : OBCE = 3
:

2:
9 : 4可

よて

4 0 ADE = ③

OADE =⑪ 1
⑨ ⑪

また ( 3 ) ① より

OABE =⑨
であり OABE と O BCE 亻
において

,
BE を 底辺 と φ

すると 底辺 の 長 さは

共通 で 等 しから
OABE - OBCE = AE :AC
可⑨

よって

AE : AC = 9 = 7



1
⑪

!0% *
ノ

OAED と OCED において ,
底辺 を ED とすると

、

底辺 の 長 さは 共通 で 等 しから
OAED の 面積 : OCED の 面積 = AE⑪足惑

したがって

9 0 CED = 7 × ④3

OCED =⑨
以上 より

OACD =+⑪ =⑪
OBCD = ⑦ + ④=⑪



OACD の 面積 : OBCD の 面積 = AG : BC
～L

なので

: = AG: 4

AG = 号× 4

AG = 112 × 74

=


